
tastes　in　history　or　literature．　It　was　from　this　period　onwards　that　　　マルティン・ショーンガウアー［1450頃一14911

artists　were　enchanted　by　the　antiquated　customs　and　harsh　land－　　《マリアを祝福するキリスト》

scape　of　Brittany　and　began　to　gather　there．　It　is　not　surprising　　　　　1475－80年頃

th・t　th・・e　a・・i…f・1・．9・if　・h・y　h・d・et・・ned・・th・i…igi・ip　B・it一　轍松需ング

tany・where　Cathollc　and　Celtic　cultures　were　mysterlously　　　　中央ドとモノグラム

留灘躍鵬島9蕊ll黙躍暫灘憶激1灘臨職1・911
anti－modernistic　Romantlcism．　On　the　other　hand，　it　is　interesting　　　c．1475．80

that　in　l890，　in　his　first　essay　referring　to　C（…zanne，　Bernard　ex－　　　　　Engraving

P・esse・g・eat・dmi・a・i・n　f・・C6zann・’・Th・T・mp・・ti・n・f　S・i・・　臨薯温，d　l。w。，　m、ddl。、“s

Anthony（1873－1875，　Paris：Mus6e　d’Orsay），　which　is　a　Romantic　　　G．19．　90－41

work．2）At　this　stage，　Bernard　was　interested　not　only　in　C6zanne’s　　　　provenallce：

technique，　but　also　in　the　subject　matter　of　his　Romantic　works．　A　　　　A・W・Blum（Lugt　SuPPL　79b）；Ilelmut　H・Runubler．　Frank「urt

year　before　executing　the　present　work，　in　1891，Bernard　met　S6r　　　　Bibliography：

P．ei・d・n・・wh・invi・・d　him．…卿・h・ee・eligi・u・w・・k・…h・　瓢鵬鰍農纏実鱗灘ll「1辮綴穂lill気”1瀦騰焦1〔
first　Salon　of　the　Rose－Crolx　exh且bition・These　works　suggest　that　　　18．　P．114；Julius　Baum，　A4ai’tin　schonsiaiter，　wien　1948，　P．41；Eduar〔11’1（・chs　igf，

臨霊甥as　als°ve「y　cl°se　t°fin－de’siさcle「eacti°na「y　aes一鰯撒灘1罵：繍燕灘゜犠li　館川1；蹴

　　　Judging　from　the　troubadour’s　characteristic　hairstyle　and　　　Ba「t．scli・　vo1・VI・New　Y（）「k　1980・　No・71・P・152；（Exhibiti（）n　catal°9ue）washil1又’

f・・e，・i・・i・q・i・eclea・・h・t・thi・fig・・e　i・a・elf－P・…ai・，（B・・n・・d　w・・　｝1麟・撒艦緋t諮1章ε臨鵠ち19歌｝ll｛仏，lll盈ll惣51濫

fond　of　painting　self－portraits　and　there　are　over　forty　which　have　　　　Der　hiibsche　A’fartin・1（ttPfe「．stic’h　tf　n．d　z⑳1”～～’ア～9‘ワ1　t’θnル1「”ガ”s～’1’畷μ「”’θ㍉

bee・iden・ifi・d・・f・r．）．　Y・・，・i・・h・inv・n・・ry・k・p・by・h・a・・i・・（ln一　営誌、蕊灯；髭備11㍊溜fel琵1綿bl器臨ご鴇1，甘宥、hく繍1鵬lli

vcntaire　des　toiles　vendus　a　M．Vollard；Ie　22　mai　l901），　it　is　listed　　　Stタatliche　GraPhisch？Sammlu119　Mtin∫hen・IVIai’tiii・Sk’ノ～θ1～κr〃’・1ノゴルよ吋K／tRR・i’一

・imp且y・・Dan・1・p・・c・D・ux　l・ngues　f・mm・・，　un　g・i…i…．A　驚驚欄1漏訣lli㌔19蹴細1謡1ヒ洲急｝甜照1’需；：燃綿：

s　imilar　composition　is　to　be　found　in　the　illustration　of　a　lovelorn　　　g・（tttc’i’t〃1t／dt，ノ’deitts（’1～〔’KitAft’7：s’ticl～（les　15．ノ‘〃〃’liitn（！‘・i’ts，　N・．5L

man　weeping　under　the　trees　and　a　fountain　in　Les　Cantilさnes，　a

book　of　poems　by　Jean　Mor6as，　executed　in　the　same　year，1892

（J’6（：oute　les　jets　d’eau　dans　le　jardin　tail16，　fig・2）4）・At　that　time，　　15世紀末の．ヒ部ライン地方を代表する画家・版画家マルティン・

離繋器騰灘、巳欄。諜器臨膿忌離　シ・一ンガウアーは・コルマー・レで金工師の息子として生まれ・

in　this　illustration　is　one　of　the　artist　himself：5）The　forest　depict－　　1491年にブライザッハで残した。彼の制作したエングレーヴィン

ed　in　the　background　is　the　so－called“Bois　d’Amou「”of　Ponト　　　グは現在115点，あるいは帰属に疑いの残る《クラビホにおける聖

Aven　and　the　two　women’s　hats　resemb且e　those　of　the　folk　cos－
tumes　worn　in　Brittany　in　the　lgth　century．　　　　　　　　　　ヤコブの闘い》を彼の手になるとすれば，116点が確認されてい

　　　Research　on　works　by　Emile　Bernard，　an　artist　of　highly　eclec一　　る。しかし，これらの作品はいずれもモノグラムのみで年記が記

繍「｝1謡蹴ttl囎晶牒Siltll盤1謙；されていな∵ところから・その制作順序と制作年に関して1よ・さ

・ur　museum・1・eady。w・、　m、」。，　w。，k、　by　Gaug、i。，．C6、ann，，　まざまな説がある・

Mauricc　Denis，　Bonnard，　Charles　Cottet，　and　Lucien　Simon，　this　　　本作品は，《キリスト降誕》（L4），《キリストの洗礼》（L。8），

黙臨瀦1鵬鵬1需牒膿il臨麟瀦　《マグダラのマリアの前に現われるキリスト》（L・15）・《キリストによ

the　20th　century　all　the　more　breadth　and　depth．　　　　　　　　るマリアの戴冠》（L17）とともに・ほぼ正方形の版を川いたエング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Akiya　Takahashi）　　　レーヴィング5点のグループに属している。Dこのグループの作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はいずれも，洗練された線描技法と簡略な構図を特徴とし，比

Notes：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　較的’大きな版を用いていることから，ショーンガウアーのエングレ

1）Represen！ative　examples　are　Lohengrin・1889・private　conection・　　一ヴィングの中では代表作の一つに数えられている。しかしこれ
　　cat．Luthul，　no．215．／Country　Concert，1890，　Josefowitz　Collection，

　　cat．Lu　thui，　n。．257．／Les　Fleurs　du　Mat　（Medieval　Scene？，1892，　private　　　らも，制作順序と制作年が明確ではないと言う点については，

剖111臨9：lll：占溜・認豊1’翻，細瀦総z灘1辮鮨　例外ではない。

　　both　include　a　figu「e　Playin9　the　lute・　　　　　　　　　　　　　　　ショーンガウアーのエングレーヴィングの制作順序に関して，
2） 濫、1溜翻1、織i嘔艦識離ぎ脇糊讐島、lxh・cat・　彼のモノグラムrMS」の，　Mの脚が動に引かれて・・る8畑作

3）．See　Juan　Da　Silva，　Le・Salon　de・la・Rose－Cr・ix（1892－1897），　Paris，1991，　　　品を初期作品とすることには，異論は出されていない。1991年
　　P．74，

4）See、、Les．Cantilbnes”，　J，6coute　les　jets　d，eau　dans　le　jardin　tail16，　Exh．　　　にコルマールで開催された大規模なショーンガウアー展に際し，

　　cat・Gauguin＆「Ecole　de　Pont’Aven・Pa「is・　Bib1・　1989，　n°・41・　　　　　A．シャトレは，これら初期f乍品に対して版型がIEノ∫形の作品グ

1；撫lll』、、M。、eum。，W，、，。mA，t，、T。ky。a1，ead，。w。、。。r、、iennes，ループは，技法が著しく類似して・・ることから，そ・）lll1：後に，す

　　an　oil　painting　in　Bernard’s　late　style　in　the　Matsukata　Collection（81×　　　なわち．人作《卜字架を担うキリスト（大）》（L．9）や〈受難伝〉連作

　　130．5cm／P」959－16）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（L．20－30）に先だって，制作されたとする説をとっている。：b　・ノi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，このグループをショーンガウアーの作歴のより後期に置くバウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム，フレクシヒ，シェスタックらは，その特質として「より仲びやか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で組織的なハッチング」（シェスタック）を挙げ，技法の点からみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，彼の作品の一つの頂点をなしているとする♂［このどちらの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　説も，決定的な証拠を欠くことから推論に留まっており，明確な
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結諭を出すことは難しいものの，線刻の技法の点からのみ考える　　　能性もあるとしており，ショーンガウアーの作品の制f／F年代を拍

ならば，このクループの作品は，初期作品や，さらには《1・字架　　　　定する決定的なr一がかりとは。1いがたい。ll結局のところ，本作

を担うキリスト（大）’・より　・層の洗練を示しているように思われ　　　“1　tt！の制作年代は，1475年頃から，巽、キリストの洗kL　ltlが制作され

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た1480年頃に至るllljのII芋期と疹えることができよう、，

　ショーンガウアーの生年については，1420｛卜頃とする説と1450　　　　11｛方形の版を川いて制作されたこの5点が，どのような意図に

年頃とする説があり，近年の研究者はおおよそ1450年頃とする　　　よって制作されたかは定かではない。本作品はしばしば，li　ilグ

説に傾いている，この説に従った場合，ショーンガウアーが銅版　　　ループの中の緋リストによるマリアの戴冠》と連続する場面をtl’ltiい

画家として活動していた時期は，《薔薇垣の聖母∫：》の制作され　　　たものとされてきた。すなわち，iミ座の前に跳いたマリアが，ま

る以前の1470年代初期から，1｝ブライザッハ大聖堂壁画を制作　　　　さにキリストの戴冠をうける《キリストによるマリアの戴冠》に続き，

するため，コルマールから1，　fJ市に住居を移す時期（1486－87年）5｝　　本fl－i品では，戴冠を終えたマリアがK座に着き，キリストの祝福

に至るまでとされている。その後，初期作品が制作された時期　　　を受けているとするのである。こうしたことから，バウムはこの5点

は，1470｛r代前半，《蕎薇垣の聖母子》カs’描かれた1473年頃ま　　　が連作の一部であるとし，ミノットは，その連作が「キリスト伝」で

でとされている。本作品がその後いつ頃制作されたかに関して，　　　あろうとしている。8）しかし図像伝統からすれば両作品とも広義の

これを推定する1白：接の手がかりはないものの，同じグループに属　　　聖母戴冠図に属するものであり，それ自体きわめて礼拝像とし

する《キリストの洗礼》中の天使が，AGのモノグラミストによって　　　ての性格が強い戴冠図を一・連作中に二つの場面に分解して表

左右を逆にして模刻され，1481年に刷られた《ヴュルツブルクの　　　す例も他に類を見ないため，これらの説には疑問が残る。t））おそ

ミサ典，勝の紋章盾のモティーフに用いられていることは，本作　　　らく両作品はIZ｛義の聖母戴冠図の1つのヴァリエーションであっ

品の制作年のド限を知る土で参考となるだろう。6｝このグループ　　　て，シャトレの，誇ように，このグループはi縄をもった連作では

の作品の中では，他にも，《マグダラのマリアの前に現われるキ　　　なく，当時一般的であったi－1題を集めたものと考えるほうが妥当

リスDの模刻で，1477年の年。己のある作品がレールスによって　　　　であろう。1（1｝

報告されている。しかしこの年記は，二つの版のある同作品の　　　　本作lllllはまた，戴冠図の図像伝統からみた場合，《キリストに

初版には見あたらないため，レールスは後になって刻された可　　　　よるマリアの戴冠》と比較して，より1｛fい伝統に基づいている。

1．
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天ヒの玉座の前に脆き冠をうけるマ1）アを表した戴冠図は，14　6）謙1謬謙1鰍階認纏奮喫1；課臨‘儲雛聯

機縣灘鞭驚瓢1欝雪：ζ二・）簿熱蹴鱒鎌織湯雌撚
表すことも，14世紀のイタリアで始まっている・鰍が頂点を迎　縦雛蜂ぶ職瑠職1緯濃1懲る鵬融
えるその瞬間を描き出すこの叙述性の強い図像は，ドイツでも15　　　　制作年は明かではない（L’ynette　M．F．　B。sch；A．Terniinus　imtci　（lucim

llt紀にはかなり頻繁に見受1ナられるようになっていた．11＞創・　｛31鵡．8美1糠，IEIを蕊laue「’s　C「ucifixi°11s　il’酬メ””‘”～”

対して玉座の左右にキリストとマリアを対置した本作品は・盛期　　　8）註3の前掲書Baum，　P・41・Charles　Ilsley　Min・tt・A’1・！”ti〃S（’ノ～‘”～’

わめて象徴性の強い図像に由来している・　　　　　　　　　　　10）註1の前掲書，P，273．

　マリアの戴冠の瞬間を表すのではなく，その後の祝福の場面　　　11）聖母戴冠像の発展に関してはOtt。　plicht，　Die　his　t。，．ische　AしIM）。

を，キリストとマリアの静止的な対置。・よって表した本作品の図　融・蹄ち謄｛3、糊臨、翻直盤鰍鮨11211111：

像の発想源として，フランクルは・シュトラスブ・レク・マグダレー
　瓢甲77，・P・95－’32）のIk°n°9「aphische「Exku「s・　Pp．97『1°2を参

ナ聖堂のステンドグラスにある《聖母を祝福するキリスト》（1468年　　　12）paul　Frankl；peter　Ilemmel，　GlasmalLi’　v。“ル～dl、“t，　B，rlin　l　g56，

頃）を挙げている。12）ペーター・ヘンメル（1447－1501）の手になる　　　　pp・29－35，　Ill・23・

この作晶は，キリスト伝を表したステンドグラス中の一場面である　　　1ショ＿ンガゥァ＿のエングレ＿ヴィングに付せられたL　ts　｝；・　（よレ＿ノレスのヵタ

が，この作品は19。4年の火災によって焼失してしまっていたため　・グ（註・a・前掲書蘭巻に記載された作占11翻

に（現在はそれ以前に撮影された写真資料のみが残されてい　　　　　　　　　　　　　＊＊＊

る），フランクルの説もショーンガウアーの研究者たちの反響を呼　　　Martin　Schongauer，　a　influential　painter　and　engraver　of　the　Up一

ぶ。・は至らなかった．しかしこ・）ステンドグラスは・戴冠を済ませ 　1湘Pさ諮1£le孟：1、瀧ll濫趨繍響螺：
1〈座に座したマリアをキリストが祝福するという図像だけではな　　　ings　have　been　identified　as　the　work　of　Schongauer．　Although

く，k座の背にアーチ型の開口部が設けられ，キリストとマリア　　　there　are　doubts　about　the　attribution　of　Saint　・Jacob’s　Battle　in

の贈・挟まれたその部i・｝に脚酉己さ鞭るという構図の整ll膿潔瓢i雛1ど1謝翻？欝器
点からも，本作品との共通性を小している。フフンクルは，ヘン　　　Therefore，　opinions　vary　regarding　the　order　in　which　they　were

メルがその作品の想をシュトラスブルク大聖堂のタンパンレリーフ　　　executed　and　their　dates　of　execution・　　　　．

《・鰍冠》から得ているのではないかとしている獅作品の 9，a忽論器’臨鼎1：．t♀灘艦，灘2：
シンメトリーを強調したきわめてモニュメンタルな図像表現の由　　　tivitlY（L．4），　The　Baρtism　of　Christ（L．8），　Christ　Aρpeoring　to　Mary

来・）説明として・この説は興・床深い・　　　　糟盤蹴、盤d，纒盛5｛欝∠鵬η器蓋111i認1
　　レー・レスによれば・この欄・。よ4・点の刷りが残されている・そ　。nd、imple　c。mp。，i，i。n．　A、　th，　p1。・，、　a，e　f、i・ly　l・・g・i・・ize，　th・y

の中でも本作品は刷りも保存状態も良好であり，貴重な一葉と　　are　regarded　as　some　of　Schongauer，s　most　representative　engrav－

t　i一えよう．また当館では1981年。・シ・一ンガウアー初期の代表的 31き，糠謡濃e搬謝x鵡㍗舗鼎舗land
なエングレーヴィング《キリス1・・）降誕》を購入しており・この繊　　N。b。dy，eem、　t。　have　any・b」・・ti・n　i・id・n・ifyi・g・ight

の技法的な発展を対照して見ることが出来る。　　（田辺幹之助）　　works　in　which　the　M　of　his　monogram［MSI　is　writte『at　an　up－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　right　angle　as　engravings　in　his　early　period．　At　a　maJor　Schon－

　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gauer　exhibition　held　in　Colmar　in　1991，　Albert　Chatelet　suggest一

　　であるQ展覧会カタログ，Colmar　1991，　Unterlinden　Muse｝Iln；De；’　　　（L．20－30），2）On　the　other　hand，　Baum，　Flechsig，　and　Shestack，

　　ノlii／｝sche　Martin，　Ki・Pfe’rsti・’h　ttnd　Zeichnitngo－Mai’tin　Sch°”～’　wh。　d。t，　thi、　g，・、p　t・1・t・・i・S・h・ng・・e・’s　ca・ee・，　P・i・t　t・“the

　　・・ait（’r・P・280・　　　　　　　　　　　　h。t・hi・9・li…a・e・t・aight・・and　m・・e・ch・m・ti・”（She・t・・k）・nd

・廊ヨ甥駅蕪蕪襯影灘峯1囎撚，w，念1望盤謝難冒灘膿霊謝1・自翻lll；
　　　弟」であったと記されている。この記述からすれば・ショーンガウアーが　　　towards　circa　1450．　Assuming　that　he　was　born　at　the　latter　date，

　　　・1房をもち，エングレーヴ・ングの制f乍も・∫能とな・たのは147°年以降で　hi，　active、P，，i。d、、　an・ng・av・・w・uld　b・f・・m・th・・ea・ly・147・…，

・）騨麹購糠嘱1甥靖墜騰灘糖繍灘，黙



early works were executed in the early 1470s, prior to circa 1473, According to Lehrs, forty examples of tt)e present engraving

when Rose Arbor Madonna was executed. Although there is no are known to have survived. This one has been kept in very good

evidence to prove how soon afterwards the present engraving condition, making it particularly precious. In 1981, the museum

was executed, the angel depicted in The Baptism of Christ, which purchased 7'7ie Nativity, a typical example of Schongauer's early

belongs to the same group, provides a clue. 'rhis angel was cop- engravings, which makes it possib]e to compare the technical de-

ied in reverse by the monogrammist AG asa motif for the coat of velopment of this artist. (Mikinosuke Tanabe)
arms on the WOrzburg Mass Book printed in 1481. Consequent]y,

it may be assumed that the present engraving was executed no
later than 1481.6) According to Max Lehrs, (:hrist Appearing to NOteS:
2`[tl7,,M,g.ffgg'f'Ai;'?.a,ga.V",trg:',ue,s2m,,e,.gsgs,gi.xls,?,'zo,a%p,keg.i: ''4,-;'?,g,Isl//*.V:iS,Li･gdg?Sx`}:ig[:1･g･:･'IvleLirit}':laj/fpridt'tle//T3ii.ks,l'fi･5･lkiitlg,Sy',:,:,OlkEl.[sS,i'Xd,l

as the first state is not dated, Lehrs admits that the date could is closely related to C7irist Crou)ning the Virgin and the current work.

have been inscribed at a later stage, making it difficult to draw Exhibition Catalogue: Der hdipsche Martin, Kupferstich und Zeich-
any presumptions from this copy as regards Schongauer's engrav- nUngen VOn Martin Schongauer, Co]mar: Unterlinden Museum, 1991,
:x,f･/iu],lleii,i:,/i,20/,m",,ie2V//ni6n:bF,ltiw.l7,gi,i,g.igac,g.Pge#azrelh2aztsl'his,i':w:,R,2,ki.lii,iZ,k£X.il 23ift,1/l'it/£/,ig,lj,IBmLl,M,.]':2,17:g,:,,,o£,:.g.T.z,nj･2ig,･,:e2T･`2s,.s,{hiwi･･x,R,x?g･2'skhgi,'g

made for. The present work has often been considered a seque] to The National Gallery of Art, 1967-1968, catalogue text of no.74. The

Christ Crou)ning the Vl' rgin, from the same group. The virgin is OPinion that these five engravings were executed in Schongauer's mid
5.7e.e,]Ln£6Pkfr82t,8f,k2eht,rgn,2:O,,b.e.C.kO,lr1'?8d,,2Y,9,h,Z';t,,i?.l,2e, iS,g:,leEM,?a{,St:nr,g.ca.,SgCni,S{atSe",9,PgO,:,gKS£p;enf,:zzbue"MhueA9ctSMsYaZ'tf,2hr2

work, she sits at the throne to be blessed by Christ. As a COnse- 4) A drawing by Schongauer that DUrer used to own (and is now lost)

quence, Baum has surmised that these five works are part of had an inscription that he was "stillayoung apprentice" when he ex-
a series and Minott suggests that it is a series of "The Life of ecuted the drawing in 1470. Judging from this inscription, it would
Christ"･8) Howgver, iconographical trgdition has lt that.both oh.aVnes?uedeloaafXedrBfo7dOutct}a8AtgrWaav?.nPgOsfSib]e fOrSchongauer to havehis

IY,ZrUi,8,e.iO¥il6iS.?.bJ,OP,gi[ilZS,esAR,t8.e6?O.".9g,tP,e,SO,,ZO.?faghOd".Og 5)gp.%':L2t･,k?t$,B,:9,,EedAt,f8t,e"a.':.tag,ni,tga.t,,Ff,h,o."p.age.z,zzps,t

other series are known in which these two scenes have been cut altar painting at Saint Claire's Convent (p.241).

apart as two separate works, leaving doubts about the Baum/ 6) Max Lehrs, 6eschichte undkritischer Katalog des deutschen, nieder-

Minott view.9) It would probably be safer to assume that these Idindischen und franz6sischen Kupferstiches irn XVJahrhundert,
tWO engravings are variations of the Coronation of the virgin and VOI･V!, Vienna, 1927, p.124.
g:a,i',g,S.C,hg"t:)iXt.i.",gg.eiti,'l:,e,ge,'5e2.9P,2S,,:O.t.Rai,e.a.n;.P2rJ,i:gt?g 7'k7/Ihl,il)S.n',zi/g,'StkfiV8vi?,ii,l't/,V,IS"2",goEiyZ2g2,8an,:t8/iZ,ztge,ti,ftg,l:O.it."htg,,zOg"l,gie;r,Bt:C?hkig.i

of the time.10) clothes worn by the figures painted in the manuscript, it is thought to
   From an iconographical point of view, compared to Christ have been executed circa 1465-1475, but details remain unknown.
flo:n.W.IT'Z,ie:megWs.erg.i"tihhS.e,Ee,KSg,ei,:.Lkii2kii5nS,S,?fi2[r£O:"g,:o3,:al,d8,e.rik:.Sjgil, ,,l/lgL:Yv,:e:':ic,/f,:,g,i/j,:,iloihs,C",X,gyBl'E':zS/ditme"Il,l:M･:ilg,Is.W2kOi.X.3]5.tbn2･,SC)k:nJ

tions in 14th centgry Italy aRd was .favoured in l5th CentUrY g) concerning the iconography of the Coronation and the Blessing of

France. Angels depicted as assistants in the ceremony were also the Virgin, I referred mainly to the following: Gertrud Schiller,

14th century Italian inventions. It is a highly narrative image Ikonographie der christischen Kunst, Band 4,2, Giftersloh, 1980,
describing the climax of the ceremony and also appeared fre- PP･114-118, pp･147'154･
quently in Germany by the 15th century.ii) In contrast, the cur- 10) Chatelet, Ibid. p.273.

rent image of Christ and the Virgin seated on both sides of the 11) C9nFerning the development.of the image of !he coronation of the
throne originated in a highly symbolic image applied to the tym- Y6r2g2".'6,r,e.fepr,re,dh,!O"bhie, fhOii,/,O.)ill,",gh:,"kk.Of"gO,gbr,aPMhitShC,h,eirpE,X,kh",r,S,'j P.Pha9ZI

panum relief above the entrance to the south nave dedicated to thodisches zur kunsigeschichtlichen Praxis, Vienna, 1977, pp.64-105,

the Madonna in high-Gothic churches, which was characterized (in Kunstwissenschaftliche Forschungen, I, Berlin, 1977, pp.95-132.).

by strict symmetry. 12) Paul Frankl, Peter Hemmel, Giasmaler von Andlau, Berlin, 1956,
   Instead of depicting the moment the Virgin was crowned, the PP･29'35, ill-23･

current engraving captures the moment of the blessing with Christ
and the Virgin juxtaposed in a stationary position. Paul Frankl [The L numbers quoted for engravings by Schongauer are the catalogue

identified Christ Blessing the Vlr' rgin (circa 146s), a stained glass in nUMbers in Lehrs, Ibid. vol.V.]

the Magdalene Chapel, Strasbourg, as the source of this image.i2}

This stained glass window was one of a series on the theme of

the life of Christ made by Peter Hemmel (1447-1501), which was

burnt in a fire in 1904. (Only photographs of the window remain.)

Although Frankl's view did not evoke much response among
Schongauer scholars, this stained glass has more in common with

the present engraving than simply the image of Christ blessing

the Virgin on the throne after her coronation. The composition of

an arch-shaped opening behind the throne with angels placed be-

tween Christ and the Virgin's heads is also identical. Frankl sug-

gests that Hemmel was inspired by the tympanum relief of The

Coronation of the Virgin at Strasbourg Cathedral, which is in-

teresting as an explanation for the origin of the the monumental

iconographical expression of this engraving with its emphasis on

symmetry.
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